DATA PROJECTOR 
XJ-H1600/XJ-H1650* 
XJ-H1700/XJ-H1750* 
XJ-H 2600 /XJ-H2650* 
XJ-ST145*/XJ-ST155* 



クイックスタートガイド 

•この説明書は、お読みになった後も 
大切に巧管してください。 

• 本書の最新版は下記ゥ I ブサイトにの開 
されてわります。 

http://world.casio.com/manual/projector/ 


(* USB 端子付きモデル） 

• 地域により販売されていないモデルもあります。 



この装置は、クラス B 情報技術装置です。この裝圏ま、家庭環境で使用ずることを目的としていまずが、 
この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こずことがありま 
す。取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 VCCI-B 


この装置は、高調渡電流規格 JIS 〔 61000 -3-2 に適合していまず。 


CASIO 












目;欠_ 

ま全上のごを意 
使田上のごを意 
各部の名称 ....... 


内容物のごお認 

パッケージにはじ(下の内容物が含まれていまずので、ご確認ください。 

• データプ□ジェクター本体 • クイックスタートガイド(本書） 

• リモコン(丫 T-120) • 「ご使用前にお読みください」 

• 試用乾電池(単四X 2本） • 保証書 

• 電源コード • を意シール (2.4GHz 帯使用の無線機器について） 

• ミニ D-Sub ケーブル （USB 端テ付きモデルのみ） 

• キヤリンブバッグ • 無線アダプター (USB 端子付きモデルのみ） 

本製 品の各種 説 明書とソフト ウェア について _ 

各種説明書は、下記ウェブサイトからダウン□-ドした本製品用のファイル、または CD-ROM (—部製品 
に付属）に収録されたファイルをご使用ください。 
http://world.casio.com/manual/proiector/ 

詳細説明書：「活用ガイド」 

USB 端テ付きモデル用説明書： rusB 拡張機能ガイド」、 r ワイヤレス機能ガイド」 

USB 端テ付きモデル用の各種ソフトウェアは、下記ウェブサイトからダウン□-ドした本製品用のファ 
イル、または CD-ROM (—部製品に付属）に収録されたファイルをご'使用ください。 
http://casio.ip/support/proiector/ 

USB 端テ付きモデル用ソフトウェア： 

Wireless Connection 3、 EZ-Converter FA、ArcSoft MediaConverter 3 for CASIO Projector、 

マルチプ〇ジェクションカ;>^ラ更新ソフトゥェァ 


• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更ずることがあります。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤りなど、お気づきのこ 
とがありましたらご連絡くださし、。 

• 本書の一部または全部を無断で複写ずることは禁止されていまず。また、個人としてご利用になるほ 
かは、著作権を上、当社に無断では使巧できませんのでごを意ください。 

• 本書および本製品使用により生じた損害、逸失利益または第兰者からのいかなる請求につきまして 
も、当社では一切その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

• 故睛修理などに起因ずるデータの消失による、損害および逸失利益などにつきまして、当社では一切 
その責任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 

• 取扱説明書に使用されている表示画面は、取扱説明書巧に特別に作成されたもので、一部、実隙の製品 
と異なることがありまず。 

• 特にことわりがない限り、本書中のイラストは X」-H1 650のものでず。 


. J -1 クイックガイド . J -11 

. J -7 主な仕様 . J -12 

J -10 
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安全上のご注意 


このたびは本製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございまず。 
ご使用の前に r 安全上のごを意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
本書は、お読みになった後も大切に保管してください。 

絵表示について 

この取扱説明書および製品での表示では、製品を安全に正しくお使いいただ 
き、あなたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止ずるため、いろい 
ろな絵表ををしていまず。その表示と意巧は;欠のようになっていまず。 


A ちぉ 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人が死こまたは 
重傷を負ラ危険が差し迫って生じることが想定される内容を 
nx していまず。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人が死こまたは 
重傷を負ラ危険が想定される内容を示していまず。 

/ i \ を意 

この表示を無視して誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ 
危険が想定される内容および物的厦害のみの発生が想定され 
る内容ををしていまず。 


絵表示の例 

A A 記号は r 気を付けるべきこと」を意巧していまず。 
ZlA (左の例は感電を意） 

&記号は r してはいけないこと」を意味していまず。 
店の例は分解禁止） 

♦記号は r しなければならないこと」を意味していまず。 
(左の例は電源プラグをコンセントから抜く） 




本機の使田上のご注意 


A 警告 


•煙、臭い、発熱などの異甫について 

0 煙が化ている、へんな臭いがず 
るなどの異甫状態のまま使用 
しなし、でくださし、。そのまま使 
用ずると火災•感電の原因とな 
りまず。ずぐに巧の処置を行っ 
てくださし、。 

1 . 電源プラブをコンセントから抜く。 

2 . お買い上げの販売店または修理に 
関ずるお問い合わせ窓 □ に連絡ず 
る。 


•故障したまま使用しない 

0 本書に従って正しく使用して 
も、画面が異萬などの故障状態 
のまま使用しないでください。 
そのまま使用ずると火災•感電 
の原因となりまず。ずぐに;欠の 
処置を行ってください。 

1 . 電源を切る。 

2 . 電源プラブをコンセントから抜く。 

3 . お買い上げの販売店または修理に 
関ずるお問い合わせ窓□に連絡ず 
る。 
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を全上のごを意 


•電源コードについて 

〇 電源コードは使い方を誤ると、 
火災•感電の原因となりまず。;欠 
のことは必ずお守りください。 

• 必ず付属品を使用ずる 
• 電源は、指定された電源電圧(曰本国 
内では交流 100 V) のコンセントを 
イホ用ずス 

• 1つのコンセントにいくつもの電気 
製品をつなぐタコ足配線をしない 
•ストーブなどの熱器具に近づけない 
• 付属の電源コードを、本機しソ外の電 
気機器で使用しない 
• 他の電気機器と同じコンセントを使 
用しない。また、延長コードを使う場 
合は、延長コードのアンペア数値に 
を忌ずる 

• 電源コードを束ねたまま使用しない 
• 非萬時に電源プラグが抜けるよう 
に、電源プラグの周りに物を置かな 
い 

. 電源プラグは、必ず アース 付交流 
100V (日本国内の場合）のコンセン 
卜に接続ずる 

. アースの接続は、必ず電源プラグを 
コンセントに差し込む前に行ラ 
• アースを外ず場合は、必ず電源プラ 
ブをコンセントから抜いたをに行う 

0 電源コードは使い方を誤ると、 
傷がついたり破損して、火災- 
感電の原因となりまず。巧のこ 
とは必ずお守りください。 

• 重い物をのせたり、如熱しない 
• 設置時にラックや壁などにはさみ込 
んだり、コードの上を敷物などで覆 
わない 

• 如エしたり、傷つけたり、無理に巧げ 
ない 

• ねじったり、引っ張ったりしない 

/濡れた手で電源コードや電源 
I 巧がプラグに軸れないでください。 
感電の原因となりまず。 


0 


外出時は、動物•ぺットが製品 
に近づけないよラにして、電源 
コードはコンセントから抜い 
てくださし、。電源コードに陋み 
ついた場合、シヨート胞絡）に 
より、火災の原因となることが 
ありまず。 


•ミ毎タトでは使巧しない 

本機は曰本国内専用機でず。ミ毎外では 
使用できません。 

•水、異物はさける 

〇 本機に水のかからない状態で使 
用してください。水がかかると 
火災や感電の原因となりまず。 

本機の上に巧瓶など液体の 
入ったものを置かなし'' でくだ 
さい。水がかかると火災や感電 
の原因となりまず。 

か、液体、異物(金属片など)が 
本機の部に入ると、火災•感電 
の原因となりまず。ずぐに;欠の 
処置を行ってください。 

1 - 電源を切る。 

2 . 電源プラブをコンセントから抜く。 
3 . お買い上げの販売店または修理に 
関ずるお問い合わせ窓 □ に連絡ず 
る。 

•分瞄•改造しない 

本機を分猫•改造しないでくだ 
さい。内部には高圧部分が数多 
くあり、感電•やけど•けがをず 
る原因となりまず。また、本機を 
分角军•改造した場合は、保証およ 
び修理の対象外になりまず。 
内部の点検‘調整‘修理はお買い上げの 
販売店または修理に関するお問い合わ 
せ窓□にご依頼ください。 
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を全上のごを意 


•落とさない、ぶつけない 

0 本機を落としたときなど、破損 
したまま使用ずると、火災•感 
電の原因となりまず。ずぐに;欠 
の処置を行ってください。 

1 . 電源を切る。 

2 . 電源プラブをコンセントから抜く。 

3 . お買い上げの販売店または修理こ 
関ずるお問い合わせ窓 □ に連絡ず 
る。 


•火中に投入しない 

0 本機を火中に投入しないでく 
ださい。破裂による火災•けが 
の原因となりまず。 

•点な中にレンズや吸気 □/ 吸が気 
□をのぞかない 

0 点な中にレンズや吸気 □/ 吸 
排気□をのぞきこまないでく 
ださい。強い光が目に入り視力 
障害などの原因となりまず。 

•吸気 □/ 吸が気□をふさがない 

0 吸気 □/ 吸排気□をふさぐと 
本機の内部に熱がこもり、火 
災•故障の原因となりまず。ま 
た、使用中に軸れるとやけどの 
原因となりまず。;欠のことは必 
ずお守りください。 

• 壁から 30 cm しソ上離して設置ずる 
• 風通しの悪い場巧に巧し込まない 
• 巧などを掛けない 
• じゅうたん•布団•タオルなどの柔ら 
かい物の上や、座部の柔らかいイス 
などに置いて使用しない腫い平面 
に置いて使用してください） 

• たてて使用しない 

•プ□ジェ クターの キャビネットを 
開けない 

感電の恐れがありまず。 


A 


• お手入れの際は、電源を切つて電源 
プラグを抜く 

感電の原因となりまず。 


•吸貞筒□について 

お映中は吸排気□が高温になりまずの 
で、軸れないでください。また吸排気 □ 
の近くは高温になりまずので、プラス 
チック等の高温に弱い物をそばに置い 
たり、下に敷いたりしないでください。 
変おや変色ずる原因となりまず。 

•本機の電源を入れる前に、必ずレン 
ズカバーを取0タトす 

お映中はレンズカバーを取り付けたま 
まにしないでくださし、。 

•巧の場所での使巧はしない 

火災•感電の原ことなります。 

• 振動のぎい場所 _ 

• 湿気やほこりのぎい場巧 
• 調理台のそばなどな煙が当たるよう 
な場所 

• 暖房器具のおく、ホットカーペット 
の上直射日光があたる場所 
• その他、局温や低温の巧 
(本機は5で〜3 5での環境内でご使 
用ください） 

•本機の上に重い物をのせた0、本機 
の上に乗らない 

火災•感電の原因となりまず。 

• 水場や風百場などの水に濡れると 
ころに置かない 

• 不ををな場所に置かない 

0 ぐらついた台の上や高い棚の上 
など、不安定な場所に置かない 
でください。落ちたり、倒れたり 
して、け力ぐの原因となりまず。 

• 台車などの上で使巧する場合 

車輪を□ックしてください。 
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ま全上のごを意 


• 雷が鳴ったら、電源プラグに細れ 
ない 

♦ U モコンにつし、て 

リモコンを分解•改造しないで 
ください。感電•やけど•けがを 
ずる原因となりまず。内部の点 
検•調整•修理はお買い上げの 
販売店または修理に関ずるお 
問い合わせ窓□にご依頼くだ 
さぃ。 

〇 リモコンに水のかからない状 
態で使用してください。水がか 
かると火災や感電の原因とな 
りまず。 

♦無線アダプターの電波について 
(一部の機種に付属） 

航空機内や病院など、使用を禁 
止された場所では絶対に使用し 
ないでください。電子機器や医 
用電気機器に影響を与え、事故 
の原因となる恐れがありまず。 

0 高精度な電子機器または微弱 
な信号を取り扱ラ電子機器の 
おくでは、使用しないでくださ 
し、。電子機器が誤作動ずるなど 
の影響を与え、事故の原因とな 
る恐れがありまず。 

• ペースメーカー、その他医用電気機 
器を使用されている方は、医師また 
は医用電気機器メーカーにご相談く 

にさし、。 



A 注意 


讚劇 s 

こ 趴因こきお 
鞭原のと化 

つド§皆抜な' 


クト 5 うの刀 
一巧ン巧なるがが 
一原作と如す部源 

'踊。棠 i な島 

-きくん_如たで龄亂合 W 

-謠黑 sspg 

スなか年 ii お肢せ巧 


ごゴー勢抜戸 n . |<鼠年 I こ觀 I か巧 

化卜 I を巧をらくはむ論抜し卜は電'ほゃけ脯さ I 
fpo 巧卜> 張抜ブ込^ら用ンブてに巧ドる'動卜 
卜離仪ラってラしはか使セラい分た-は移財 
巧電火ありプ引っプ差後卜間ンプ抜部い n にを^ 
源を持源に用ン時 n 源ら辺乾源掃体す年' 
電電ドを電実使セ長を電か周に電清本り 
® • * * * * • • 


苗いコ'り 

はさゴぁ 
はとだ。が 
る容機くろと 
と 内本てだ」 

をたてしがる 
えせし残鍵え 
控さどを J 消 
は隱なえ障が 
夕記く控故容 
-に書ずの巧。 
デ機に必機隱ず 
な本卜に本記ま 

一〇 


苦 。 
-スず 
さま 
をり 
化あ 
にが 
前と 
のいこ 
ズなる 
ンかな 
レ置と 
にを因 
中の京 
映ちの 
おる災 
•火 


ぶ。 

どなず 
なかま 
憧置り 
かをぁ 
に物が 
前すと 
のらこ 
ズたる 

S 詩 

に果因 
中効京 
映ズの 
投ン災 

•火 


J-4 




を全上のごを意 


•無線アタプターについて 
(一部の機種に付属） 

0 本体から取り外した状態の無 
線 アダプターを 乳幼巧の手の 
届く場巧には置かないでくだ 
さし、。誤って飲み込んで窒息し 
たり、傷害を負うなどの原因と 
なる場合がありまず。 


電化について 


A を険 


A 注意 


電池は使い方を誤ると液もれによる周 
囲のミち損や、破裂による火災•けがの原 
因となることがありまず。；欠のことは 
必ずお守りください。 

0 * 本機で指定されている電池 
じ(外は使用しない 

•使い切った電池は直ちにリモコン 
から抜く 

長時間使用しないときは、リ 
モコンから電池を取り外し 
ておく 

• 電池を廃棄する場合は、必ず地域の 
ま例や自ミ台体の指示になつて廃棄 
する 


〇 


レンズカバーについて 
( XJ - ST 145/ XJ - ST 1 55のみ） 


A 警告 


電池は使い方を誤ると液もれによる周 
囲のミち厦や、破裂による火災•けがの原 
因となりまず。巧のことは必ずお守り 
ください。 

0 * 分辭しなし、、ショートさせ 
ない 

• 如熱しない、火の中に投入し 
ない 

• 新しい電池とちい電池を混ぜて使 
用しない 

• 種類の違ラ電池を混ぜて使用しない 
• 充電しない 

0 »極性(©と©の向き）に；主意 
して正しく入れる 


A 警告 


〇 


本機のレンズカバーは、磁石を 
使用して装着しておりまず。 
ペースメーカー 、その他医療用 
電気機器を使用されている方 
陡機器から離して使用してく 
ださい。万一異常を感じたら、た 
だちにレンズカバーを体より離 
し、医師に相談してください。 


A を意 


0 


レンズカバーをフ □ッピー 
ディスク、磁気カード、磁気 
テースプリペイドカード、切 
巧などの磁気記録媒体に近づ 
けなし、でくださし、。レンズカ 
ノ t 一を磁気記録媒体におづけ 
ると、記録を破壊ずることがあ 
0まず。 
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を全上のごを意 


その他 


A を意 


内部にホコリが付着したまま長時間清 
掃をしないと、火災や故障の原因とな 
ることがありまず。1年に一凰ま、内部 
の清掃(有償）を、お買い上げの販売店 
または修理に関ずるお問い合わせ窓 □ 
にご依頼ください。 

• 本機を廃棄する場合は、必ず地域の 
ま例や自治体の指示に従って廃棄 
する 

3 D 映像の 鑑賞に ついて 


A 警告 


0 ;欠のような人は 3 D 映像を見な 
いでください。体調を損なう恐 
れがありまず。 

• J む臓に疾患のある人 
• 光過敏の既往症のある人 
• てんかんの可能性がある人 


A を意 


0 ;欠のような場合は 3 D 映像を見 
ることはやめてくださし、。 

• 体調の悪いときは、 3 D 映像を見ない 
でください。体調を損なうことがあ 
りまず。 

• 3 D 映像を見ているときに、疲労感、 
体調の悪化、感覚の異萬を感じたと 
きは、見るのをやめてくださし、。症状 
が悪化ずることがありまず。 

• 3 D 映像力こ重に見え始めたり、立体 
感がなくなったように感じな台めたり 
したら、見るのをやめてくださし、。目 
の疲れの原因となることがありま 
ず。 


•周囲の人や物にを意する 

3D 映像を見ているときは、急に周囲の 
人や物に手を伸ばしたり、急に体を動 
かしたりしないようにごを意くださ 
い。距離感を誤って周囲の人にけがを 
させたり、周囲の物を壊してけがをし 
たりずる原因となることがありまず。 

• 3 D グラスを着巧する 

3 D ブラスを着用しないで 3 D 映像を見 
ると、目の疲れの原因となることがあ 
りまず。 3 D 映像を見るときは、指定の 
3 D ブラスを着用してください。 

•曰甫生ま時と同等の視力を sif 呆す 
る 

曰萬的にネ見力續正メガネやお力續正コ 
ンタクトレンズを使用している人は、 
通萬使用しているメガネやコンタクト 
レンズなどを着用したうえで3 D ブラ 
スを着用してくださし、。ネ見力を續正せ 
ずに 3 D 映像を見ると、目の疲れやネ見覚 
異甫の原因となることがありまず。 

〇 3D 映像を見ることができる 
年齢は、6歳 iU 上が目安でず。 
お子様が 3 D 映像を見る場合 
は、保護者の方が十分におモ 
様の様子に；主意を払い、 3 D 映 
像を見て良いかどラかの判断 
や、 3 D 映像を見つづける時間 
の制限などの管理をしてくだ 
さし、。 


0 

〇 


3 D 映像を長時間見つづけるこ 
とは避けてください。目の疲れ 
の原因となることがありまず。 

3 D 映像を見るときは、;欠のこ 
とをお守りください。 
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使用上のご注意 


光源ユニットについて 


• 本磯の光源ユニットには、レーザーおよび LED を使巧しております。 

• 光源ユニットの寿命(目ま)は、約20,000時間でず(光源ユニットの個体差や使用条件、設定メニューの 
各設定状態などによって差があ0ます)。 

• 光源ユニットの保証期間は、保証書記載の製品保証期間または6,日00時間のどちらか早い方でず。 

• 光源ユニットが点灯しなくなった場合や、光源ユニットの明るさが善しく暗くなった場合は光源 
ユニットの寿命でず。お買い上げの販売店または修理に関ずるお問い合わせ窓□に交換をご依頼くだ 
さい。本磯を分解•改造した場合は、保証および修理の対象外になりまず。 


レーザーに関するご注意 


本磯は 、 IEC 60825-1 に適合したクラス]レーザー製品でず。 

• 本機はレーザーモジュールを内蔵しています。分解•改造は危険でずので行わないでください。 

• 取扱説明書に指定したじ(外の手順で操作や調整を巧うと、危険なレーザー放射にさらされる原因とな 
ることがあります。 



無線電波の使用に関ずるごを意 ( USB 端子付きモデルのみ) 


• 2.4 GHz 帯使用の無線機器について 

• 本機は 2.4 GHz 帯を使用し、変調方式は MSK でず。また、想定されるち 
干渉距離は約1日 m でず。 


• 無線アダプターは Z 4 GHZ 帯を使用し、変調方式は DS - SS および 
OFDM です。また、想定される与干渉距離は約 40 m でず。 

• 本機やお線アダプターの使用周波数帯 (2.4 GHz ) では、電子レンジ等 
の産業•科を•医療用機器のほか、工場の製造ライン等で使用されてい 
る移動体識別用の構内無線局(を許を要ずる無線局）および特定ル電 
力無線局が運用されていまず。 

1. 本機や無線アダプターを使用ずる前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線 
局が運用されていないことを確認してください。 

2. 万一、本磯や無線アダプターと移動体識別用の構内無線局および特定ル電力無線局との間で、電 
波干渉が発生した場合には、速やかに通信チャンネルを変更ずるか、使巧ずる場所を変えるか、本 
磯や無線アダプターの使巧を停止してください。 

3. 不明な点がある場合やお困りの場合は、お買い上げの販売店または修理に関するお問い合わせ窓 
□にお問い合わせください。 

• 本機やお線アダプターは、電波法に基ブいて技術基準適合証明を受けていまずので、無線局の巧許は不 
要でず。また、本機や無線アタ’プターは曰本国內でのみ使用できまず。 


2. 4 XX 1 


2. 4 DS / OF 4 
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使用上のご注意 


• 本機やお線アダプターは、技術基準適合証明を受けていまずのでむ下の事項を巧ラと法律で罰せられ 
ることがあ D ます。 

1. 分解および改造すること 

2. 本機や無線アダプターに貼ってある証明ラベルをはがずこと 

• Bluetooth やお線 LAN は、本機やお線アダプターと同じ周波数帯 (2.4GHz) を使用しています。これ 
らを利用した磬品と本機や無線アダプターとの間で、互いに電お慣害を与えることがあ0ます。 

• 下記のよラな環境では、電液が態が悪くなった0、電波が届かなくなった0します。 

• 電子レンジ等の磁場、静電気、不要福射電殺の発生ずる機器のおく 
• 鉄筋コンク U- 卜 （マンシヨンなど）の建物内 
• 款骨構造の建物內 
• 大型金属製家具のおく 

• 各無線機器の間に人が入ったり、間を人が横切るとき 
• 各無線機器が別々の部屋にある場合(障害物がある場合） 

• 電波の性質と強さ 

• 電波には、障害物があると反射したり屈折したりずる性質がありまず。そのため、各無線機器に届く 
電波には、直接届く直接渡と反射して届く反射渡がありまず。 

• 建物内には、ぎくの家具、品物、壁がありまずので、さまざまな反射殺が発生しまず。この反射励こ 
よって、電波状態の良い場巧と悪い場所ができまず。このため、各無線機器を少し動かずと、状況が 
良くなることがあります。 

• 電波を使用している関係上、第王者が故意または偶巧に傍受ずることも考えられます。機密を要する重 
要な事柄や人命に関わることには使巧しないでくださし、。 


その他のごを意 


本機は精密な電子部品で構成されています。データが正常に保持できなくなったり、お障の原因になりま 
ずので、じ(下のことにを意してください。 


• 次のよラな場所での使用や保管は避けてください。本機の故障•破損 
の原因にな0ます。 

• 静電気が発生しやずいところ 
• 極端に高温または低温のところ 
• 湿度の局し^ところ 
• 急激な温度変化が起こるところ 
• ほこりの多し、ところ 
• ぐらついたところや傾いた不安定な場巧 
• 水に濡れるよラな場所 



• 次のよラな使用方法は避けてください。本機の故障•破損の原因にな 
ります。 

• 低温や高温の環境では使用しむいでください （5 で〜35ての環境 
でご使用ください)。 

• 本磯の上に重い物をのせたり、本機の上にのらないでください。 

• 本機の中に物を落としたり、入れたりしないでください。 

• 本機の上に花瓶など水が入つた物を置かないでください。 



• 設置するときや、設置のために底面の操作をするときは、本体の下に手を挟まないよラにごを意くださし、。 

• 消耗した電池を IJ モつンに取 D 付けたまま長期間放置しないでください。 

電池が液もれずることがあります。液もれは故障•破損の原因になることがありまず。 
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使用上のごミ主意 


• お手入れの際は、乾いた柔らかい巧をご使用ください。 

特に;ちれがひどい場合は、中性洗剤に漫した巧を固くしぼっておふきください。なお、シンナーやべンジ 
ンなどの揮発性溶剤は使用しないでください。文字が消えたり、ケースにシミをつけてしまう恐れがあり 
ます。 

• 画面のドット巧けについて 

本商品は、非常に高度な技術を駆使して作られておりまずが、画面の一部に非点灯などのドットが存在ず 
ることがありまず。これは故障ではあ D ません。 

• 投映中は本体に衝撃を加えないでください。 

お映中に本体に衝撃を加えると、投映が一時的に途切れた勸こ、画面の変色やエラーが発生ずることがあ 
りまず。 

画面が変色した場合は、本体またはリモコンの [ INPUT ] キーで投映していた入カソースを選巧し直ずと、 
元の色に戻りまず。元の色に戻らない場合は、電源を切ってから、再度電源を入れてください。 

エラーが発生した場合の対処については、 r 活用ガイド」の r エラー発生時の各種表示について」を参照し 
てください。 

• 台お補正時画質について 

台おお正操作を巧うと画像が圧縮されるため、画像が乱れたり画質が低下ずる場合がありまず。このような 
場合は、巧能な限り「設置ずるに助（「活用ガイド」を参照)のイラストの設置状態に近づけてください。イラ 
ストの設置状態に近いほど台形補正はかなくて済み、イラストどおりに設置ずれば台形捕正は不要となり 
まず。 

画質を重視ずる場合は、台形補正機能が不要な位置に設置の上、補正を解除してご使用ください。 

• 保証条件について 

本機を24時間連続使用などの長期連続運転で使用したり、本機の設置に隙して周囲 30 cm じ(内に物を置 
くなど r 設置場所に関ずるごを意」 （ r 活用ガイド」を参照)の設置条件を無ネ見して使用したりした場合の故 
障や不具合については、保証期間内であっても有償修理とさせていただきまず。 


本体の移動時のを意 


動作中および電源を切った直後は、前面の暇排気□およびその 
固辺が'高温になっておりまず。本磯を移動ずる際は、図のよラに 
必ず両側面を持つようごを意ください。 



キャリングバッグへの収納について 


本体が冷えてからキヤリンブバッブに収納してください。 


ク U —ニングについて 


• 本磯外部/レンズ/吸気 □/ 吸排気□は、定期的にクリーニンブしてご使用ください。 

• 吸気 □/ 吸排気□にはゴミやほこりがたまりやずいので、電気掃除機を使い、時りていねいに吸い取っ 
てください。 

• 吸気 □/ 吸排気□にほこりがたまったままで本機をご使用になると、本機內部の温度が過度に上昇し、 
故障の原因となりまず。 
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さ部の名抑 


_クラス1レーザー製品 

• XJ-H1600/XJ-H 1 650/XJ-H 1 700/XJ-H 1 750/XJ-H 2600 /XJ-H2650 


[&] 電源キー 



スピーカー 


. レンズカバー※ 


レンズカバー 

ストラツフ 



投映レンプ 


X レンブカバーは、内側のつまみを上下から巧ずと、 
取り外ずことができまず。 


• XJ-ST145/XJ-ST155 

[か電源キー 



J-10 



























クイックガイ 


ここでは本磯で投映を開始ずるまでの操作の流れを説明しまず。 
個別の操作について詳しくは、 r 活用ガイド」をご覧ください。 


1 . リモコンに電池を入れる。 

恆■「リモコンに電池を入れるには」（活用ガイド） 

2 . 周囲に十巧な余裕がある、しっかりした机や台の上などに、本機を設置ずる。 

^ r 設置ずるには」 r 設置場所に関ずるごを意」（活用ガイド） 

• r 安を上のごを意」（」-1ぺージ)、唯巧上のごを意」り-7ぺージ）も必ずお読みください。 


3. 本機の設置ち度を調節ずる。 

① I 」リースボタンを押してフ□ントフットを引 
き出ず。 

( D フ□ントフットの高さを調節し、リリースボタ 
ンを放す。（リリースボタンを放した位置でフ 
□ントフットが固定されます。） 

③必要に応じてリアフットを回し、左右の傾きを 
微調整ずる。 



4. 付属の電源コードを使って、本機をコンセントに接続ずる。 

5. 本機と映像出力機器を接続し、機器の電源を入れる。 

^ r 映像出力機器との接続」（活巧ガイド） 

氏本機のレンズカバーを取0外ず。 

7- [む](電源)キーを巧して、本機の電源を入れる。 

• はじめて本機の電源を入れたときは、投映画面の中央に r 言語初期設定」画面が表示されまずので、 
言語を選がしてください。 

8 . [ INPUT ] キーを押して、入カソースを選ぶ。 

恆 T 入カソースの選択」（活用ガイド） 

9. ズームリンブを使って投映サイズを調節ずる ( XJ - H 1600/ XJ - H 1650/ XJ - H 1 700/ 
XJ - H 1750/ XJ - H 2600 / XJ - H 2650 のみ)。 

10 . フォーカスリンブを使って焦点を合わせる。 

11 . キ受映を終了ずるには、[(1)](電源)キーを押ず。 

• 電源を切って良いか確認ずるメッセージが表示されるので、もう一司の](電源)キーを巧してく 
ださい。 


巧障かなクと思ったら ( r 活用ガイド」をご覧くださし、) 


本機の操作がうまくいかなかったり、本機の動作が正常でないと感じたりしたときは、 r 活用ガイド」の 
「故障かな？と思ったら」をご覧ください。 
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主な仕様 


モデルを 

XJ - H 1600/ 

XJ - H 1650 

XJ - H 1700/ 

XJ - H 1750 

XJ - H 2600/ 

XJ - H 2650 

XJ - ST 145 

XJ - ST 155 

明るさ 

( ANSUk-；>^>)x 

3500 

4000 

3500 

2500 

3000 

使用焉境 

動作温度: 5〜3己て 

動作湿度: 20〜80% (ただし結露しないこと） 

動作高度:海抜〇〜3,000 m 

電源 

AC 100 V 、50/60 Hz 、5.1 A 

AC 100 V . 50/60 Hz 、5.1 A 

消費電力 






エコモード r オン」で 
エコレべルタ時 

250 W 

270 W 

250 W 

260 W 

エコオフモード 
「ブライト」選お時 

330 W 

350 W 

330 W 

330 W 

待機時 

0.4 W 

0.4 W 

0.4 W 

0.4 W 

外形寸法 

幅約400 mmX 
契行き約 323 mmX 
厚さ約 106 mm 

幅約 420 mm X 
奥巧き約 323 mmX 
厚さ約106 mm 

質量 

約 7.1 kg 

約 7.1 kg 


^ JISX 朗り： 2003準挪 

改良などのため、仕様は予告なく変更されることがありまず。 


GPL および LGPL について （USB 端子付きモデルをご使用の方へ） 

(1) 当社は 、 GNU General Public License 似下！" GPU という）および GNU Lesser General Public 
License 似下 rLGPU という）の適用対象となるソフトウェア似下 r 本ソフトウェア」という）を本 
製品に利用していまず。 

当社は、 GPL および LGPL の定めに従い、本ソフトウェアのソース〕ードを開示していまず。開示を 
ご希望のお客様は、当なプ□ジェクターのダウン□-ドサイトからご確認ください。なお、本ソフト 
ウェアを複製、改変、頒布ずる場合は、 GPL および LGPL の条件に従ってください。 

(2) 本ソフトウ王アは現状有姿のまま提供されるものとし、如何なる保証もいたしません。但し、本製品 
の不具合(本ソフトウてアに含まれる不具合も含みまず)に関する当社による保証条件には影響し 
ません。 

(3) 本ソフトウェアに適用される GPL および LGPL の全对も ruSB 拡張機能ガイド」の巻末に掲載され 
ています。 rusB 拡張機能ガイド」に表紙に記載のウェブサイトからダウン□-ドした本製品巧の 
ファイルをご使用ください。 


• DLP は、米国テキサス•インスツルメンツ社の登録商標でず。 

• Microsoft 、 Windows、Windows Vista 、 PowerPoint は米国 Microsoft Corporation の米国および 
その他の国における登録商標または商標でず。 

• HDMI 、 HDM 口〕''、および High-Definition Multimedia Interface は HDMI Licensing , LLC の商標 
または登録商標でず。 

• Apple および Macintosh は米国 Apple Inc . の登歸商標でず。 

• Adobe 、 Reader は米国 Adobe Systems Incorporated の登録商標でず。 

• XGA は、米国旧 M Gorp . の登録商標でず。 

• A 「 cSoft 、 A 「 cSoftn = n 3、 A 「 cSoft , Inc . の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 
• その他本書に記載されている会社名、製品名は各社の商標または登歸商標でず。 
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Manufacturer: 

CASIO COMPUTER CO., LTD. 
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